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～あおもり社会福祉士会だより～ 第 6 3 号

会の花：「カキツバタ」 花言葉：「幸せは必ず来る」
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≪ 令和5・6年度青森県社会福祉士会の役員体制 ≫

令和5年の総会で承認され、会長に就任致
しました下北支部の納谷むつみと申します。

会長就任の当日、総会にご参加頂いた皆
様の前でご挨拶させて頂きました。その時は、
社会福祉士として誇れる実績はないがわけ
のわからない「情熱」がある、その情熱の
真っ赤な薔薇を、同じ目的に向かって自分
の道を歩く会員一人ひとりに手渡したい、と
いうお話を致しました。

私は、昭和63年3月に仙台市の東北福祉
大を卒業し、そのまま市内の一般企業に就
職、平成7年に故郷・大間町に戻り福祉の仕
事につきました。生活のため、と特別な思い
もなく踏み込んだ道は、思いもよらない険し
い道でした。

七転八倒の日々を過ごす中、平成19年に
資格を取得、すぐに社会福祉士会に入会し
ました。会員として活動していく中で、仲間の
いる心強さ、楽しさを実感し、更には活動の
中で少しずつ自分の限界が広がっていく達
成感も感じることが出来ました。

社会福祉士になったことで福祉の道の険し
さを今まで以上に知ることにもなりましたが、
一人じゃない、仲間がいる、そのことに支え
られて何とか活動を続けられています。同時
に、自分も仲間を支えたい、何も出来なくて
もせめて一緒に悩んで苦しみたい、という気
持ちも生まれました。

重責に身震いする日々ばかりですが、たく
さんの仲間にたくさんの赤い薔薇を手渡して
いけるよう、今まで以上に情熱を燃やして活
動していきます。よろしくお願い致します。

▲ 『会員一人一人に、情熱の 真っ赤なバラ を
手渡したい』 と語る 納谷会長



令和５年７月１日（土）・２日（日）、第３１回日本
社会福祉士会全国大会が大分県別府市で開催され、この
度初めて全国大会に参加しました。
大会の参加方法は現地参加とオンライン参加に分けら

れていたものの新型コロナウイルスが第５類に変更に
なってから初めての大会ということもあり、現地には実
に多くの方が参加され、閉会に至るまで会場は常に熱気
に包まれておりました。
大会のテーマは現実社会と向き合うソーシャルワーク

～「たがいに・ささえあい・つながり」を目指して～で
あり、これらを踏まえ１日目は、厚生労働省社会・援護
局の基調講演、現地のソーシャルワーク実践者を交えた
シンポジウムが行われ、２日目は各分科会、ポスター発
表等をはじめとした社会福祉士学会、記念公演が行われ
ました。

今回参加し様々な分野の実践報告を聴く中で、社会の
急激な変化とともに援助を必要とする人々の置かれる環
境や問題が複雑・多様化しており、援助者側も社会福祉
士としての価値を守りつつ、社会に合わせ変革していか
なければならないことを改めて認識させられ、普段の自
分の実践を振り返る貴重な機会となりました。

また、大会に参加する中で全国の会員と交流を持てる

機会もあり、それぞれの実践や共通して抱えている課題
等多くの方と意見を交わし、新たなつながりも持つこと
ができたことから、今回の大会参加は私にとって大変有
意義な経験となりました。
2026年には、青森県においても全国大会が開催予定で

あり、今大会同様素晴らしい大会となることを心より
願っています。

日士会西島会長

（左から3人目）と、

記念撮影

新入会員のご紹介（令和５年４月～令和６年２月末現在） 入会51名

東青支部 中南支部 上十三支部 下北支部 三八支部 西北五支部

藤田 あゆみ 佐々木 琢也 高田 千尋 荒井 辰人 荻ノ沢 哲也 高橋 佳実

安田 絵未 村岡 譲 石橋 由紀子 柿崎 祐輔 下田 浩子 増田 多加

矢口 優美子 佐々木 香織里 尾形 恵美子 斎藤 しのぶ 鷹幸 直樹 其田 里織

池内 幹 成田 大輝 洞内 健 北川 恭子 佐々木 廣平 成田 健

鈴木 亨 小友 正哉 鶴ケ谷 弘恵 小松 優生 金子 恭子

平尾 優佳 木村 千明 坂本 裕希 佐藤 めぐみ 坂本 祥子

成田 望美 前田 正恵

齋藤 明紀子 佐々木 千怜

工藤 道子 工藤 大輔

村上 野々香 宮川 茜

髙橋 賢充 田中 裕也

蝦名 都 澤田 久美子

丸井 美穂 新谷 奈津子

今 瞳

平田 聡子

畠山 二喜子

≪ 第31回 日本社会福祉士会 全国大会（大分大会） に参加して ≫

槻 舘 充 （ 下北支部 ）

心より 歓迎します。

社会福祉士として

一緒に歩みましょう！
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★会員数情報 令和６年２月29日現在
＊会員数687名 ＊入会率28.65％（全国１位）

★寄付金情報 令和５年4月～令和６年2月29日
＊ 件数 86件 ＊ 1,141,500円

★変更届提出のお願い

氏名・住所・勤務先・所属都道府県社会福祉士会
等に変更が生じましたら、会員情報を変更しますの
で事務局へ変更届を提出願います。本会ホームペー
ジの会員専用ページ上の事務局「入退会届」をダウ
ンロードして記入し日本社会福祉士会または、本会
事務局までFAXをお願いします。

★退会のお手続きについて

2024年度末退会を希望される方は、2024年4月1日
必着で、所定の退会届を日本社会福祉士会に郵送提
出する必要があります。
退会届の入手方法は、①郵送にて受け取る、②ダ

ウンロードしてプリントアウトするの2通りの方法
があります。
詳細は日本社会福祉士会ホームページの一番下、

よくある質問の一番下「退会のお手続き」のページ
をご確認ください。期日を過ぎますと次年度も会員
継続となりますのでご注意ください。

★2024年度年会費について

2024年度年会費引落しは４月12日です。事前に
口座残高のご確認をお願いします。「年会費13,000
円」と「引落手数料121円(税込)」が合算で引落し
となります。

※ご不明点等ございましたら事務局までお問い合わ
せください。

【 編集後記 】

庭の枝垂桜🌸が膨らみ始めた昨今。なんとか会報（第63号）発行に

辿り着いた安堵感と開放（会報）感。今まで何気なく読んできた会報。
過去の資料を参考にし、諸先輩の皆様の熱い思いや苦労を実感。会員

の皆様へ感謝した日々。会を運営するにあたり縁の下の力持ちとして会
の役員、事務局の皆様の大きな力や支えがあることを改めて再認識。

社会福祉士は、人として人を支える仕事…「会員であり続ける意義」
「社会福祉士を志した原点」を振り返り、再認識した令和5年度。私に
とり大切な「令和5年度」を今後の支援や人生に活かしたい。（T・F）

しだれざくら


